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島根県

島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果
平成30年４月から６月まで
環境への影響は認められませんでした。

●　　　　島根原発３号機に係る島根県の対応
● 〔住民の方から質問の多い事柄に関して〕Q&A形式で解説します。
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国による審査

島根原発３号機をめぐる報道が新聞やテレビで大きく取り上げられました。
今回は３号機で始まった手続きと島根県の対応について概略をお伝えします。

　原発を稼働するためには、安全性に関する基準を満たし
ているか国の審査を受け、許可を受ける必要があります。
　この基準は、福島第一原発事故後に、地震・津波対策や
重大事故対策などを大幅に強化したものとなっており、新
規制基準といわれるものです。

島根県の了解
　島根県と中国電力㈱は、周辺住民の安全確保などの目的
で、安全協定を結んでいます。
　この安全協定に基づき、中国電力㈱は島根原発３号機を
稼働するためには、島根県の了解を得る必要があります。
　今回、島根県では、
　(1)国への審査を申請する前
　(2)審査の結果、国から許可を受けた後
の２段階で、判断することとしました。

特 集

島根原発３号機の概要

島根原発３号機に係る島根県の対応島根原発３号機に係る島根県の対応

＜手続きの流れ＞

中国電力㈱に回答書を
手渡す溝口知事（８月９日）

　島根原発には、既に廃止が決まった１号機、運転停止中の２号機、これまで稼働していない３号機
があります。３号機の特徴としては、１、２号機と比べて電気出力が大きいことや原子炉が１、２号
機から改良された型式であることなどがあげられます。

　今年５月、３号機に関して、中国電力㈱から島根
県に対し、正式に国への審査申請の意向が示され、
安全協定に基づく事前了解願いが提出されまし
た。
　８月、島根県は、以下の考え方により中国電力㈱
に対し、国への審査申請を了解する回答を行いま
した。

(1)３号機の安全性は重要な課題であり、国が専門
的な見地から厳格な審査を行う必要がある

(2)最終的に稼働を認めるかどうかは、 国から安
全性、必要性、住民の避難対策等について説明
を受けた後に判断する

島根原発３号機の稼働に必要な主な手続きと流れ
　主に以下の２つの手続きがあります。手続きの流れは、
右図のようになります。 ※中国電力㈱、島根県、国との関係部分のみ

５月22日 中国電力㈱が島根県に事前了解願いを提出
６月５日 知事が島根原発３号機を現地視察
６月６日 島根県原子力発電所周辺環境安全対策協議会、
 島根県原子力安全顧問会議を開催
８月７日 島根県が「島根原発３号機の取扱いについての
 県の考え方」を発表
８月９日 島根県が中国電力㈱に申請の了解を回答

中国電力㈱による事前了解願いと島根県の対応

８月10日 中国電力㈱が国に審査を申請
８月22日 島根県が国の関係機関に厳格な審査を実施する 
 ことなどを要請

これらの詳細は、原子力安全対策課のホームページに掲載
しています。
https://www.pref.shimane.lg.jp/bousai_info/bousai/
bousai/genshiryoku/doukou3.html　　　　　　

（参考）これまでの主な経過（中国電力㈱、島根県、国の関係）

島根県の回答
（稼働の可否）

国の審査、許可

中国電力㈱の審査申請

島根県の回答
（国への申請の可否）

中国電力㈱の事前了解願い

原子炉型式 沸騰水型 沸騰水型 改良型沸騰水型

営業運転開始 昭和49年３月 平成元年２月 未定

１号機 ２号機 ３号機

現在の状況 廃止措置中（平成29年７月～） 運転停止中（国審査中） 建設中（ほぼ完成）

電気出力 46万kW 82万kW 137.3万kW

島根県の回答
（稼働の可否）

国の審査、許可

中国電力㈱の審査申請

島根県の回答
（国への申請の可否）

中国電力㈱の事前了解願い

今
回
の
手
続
き

今
後
の
手
続
き

< 島 根 県 の 考 え 方 >

安全性の確保は重要
国による厳格な審査が必要 【今回】申請することは認める

国の審査後、それぞれ
国から丁寧な説明が必要

【今後】
稼働を認めるかどうかの際に改めて考慮

安 全 性
必 要 性
避難計画

安 全 性
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島根県原子力
環境センター

●ガンマ線スペクトロメトリーによる分析結果

放射線量率の通報の基準は？

空間放射線量
率測定（常時）

モニタリングポスト 島根県原子力環境センター
２分毎の観測データを送信 24時間連続監視

雨や雪が降ると、なぜ
空間放射線量が増える？

情報は、原子力安全対策課ホーム
ページでリアルタイムに
県民の皆さんへ公開しています。

大気中に漂っている天然放射性物質が
雨などと一緒に地上に降ってくるから
です。ただし、時間とともに消えていき、
しばらくすると元の値に戻ります。

データ専用回線で伝送し、
原子力環境センターで集
中監視をしています。

?

平成30年４月～６月空間放射線量率  
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原子力発電所周辺の空間放射線量率を連続監視する装置で計測し、放射性物質が周辺環境
に影響を与えていないかどうかを確認しています。

平成30年４月～６月 平成30年４月～６月

平成30年４月～６月

空間放射線積算線量02 各測定地点で３ヶ月にわたって測定した放射線の合計です。

平成30年４月～６月採取分

環境試料中の放射線03
農畜産物、海産生物、土壌、水、塵などに含まれる
放射性物質の種類と量を測定しています。

前年度までの５年間の最小値から最大値までの範囲

すべての地点で、平常の変動幅におさまる線量で、島根原子力発電所による影響は認められませんでした。 平常の変動幅内または一般の環境で認められる程度の値であり、島根原子力発電所による影響は認められませんでした。

今期の調査結果を検討・評価したところ、 島根原子力発電所による影響は認められませんでした。

島根県では、地域住民の皆様の安全確保及び環境の保全を図るため、環境放射線等の調査を行っています。

４月～６月環境放射線等調査結果島根原子力発電所周辺

安全協定通報基準値（220nGy/h）を超えると、ただちに県は、
上昇した原因を調査します。この値は平均値の概ね５倍
ですが、人体へ影響を与えるレベルよりはるかに低い数
値です。

積算線量計

稼働状況
平成30年

６月末時点 1号機 廃止措置中 2号機 定期検査中 3号機 建設中

モニタリングポスト等配備図
（イメージ図）凡例

線量率のみの測定地点 ［モニタリングポスト］

線量率・積算線量の測定地点

積算線量のみの測定地点 ［積算線量計］

国が定めた
通報基準値

nGy/h5,000

nGy/h

単位：ナノグレイ／時（nGy/h）

平常の変動幅

13

島根原子力発電所

A.

平常の変動幅（137Cs）試料区分 単位 測定結果
μBq/m3

mBq/ℓ
mBq/ℓ

Bq/㎏(生)
Bq/㎏(生)
Bq/㎏(生)
Bq/㎏(生)
mBq/ℓ

Bq/㎏(乾物)
kBq/m2

ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND
1.0
0.05

ND
ND
ND

ND～0.06
ND

ND～0.01
ND～0.06

―
ND～27
ND～1.4

浮 遊 塵
池 水
水 道 原 水
松 葉
大 根
キ ャ ベ ツ
　 茶 　
原 乳

陸 土

平常の変動幅（137Cs）試料区分 単位 測定結果
mBq/ℓ

Bq/㎏(乾物)
Bq/㎏(生) 
Bq/㎏(生) 
Bq/㎏(生) 
Bq/㎏(生) 
Bq/㎏(生) 

2.2
ND
0.08
ND
ND
ND
ND

ND～2.8
ND

0.06～0.12
ND～0.04
ND～0.10

ND
ND

海 水
海 底 土
か さ ご
さ ざ え
あ ら め
わ か め
ほんだわら類

温排水調査結果04 島根原子力発電所から放出される、温排水の環境への影響を調査しています。

※「平常の変動幅」は前年度までの10年間
の最小値から最大値までの範囲です。

※大気水は平成29年度から測定を開始し
たため、平成29年度の値を参考値として
記載しています。

●トリチウム分析結果
平成30年４月～６月採取分

平常の変動幅試料区分 単位 測定結果
Bq/ℓ

mBq/m3

Bq/ℓ
Bq/ℓ

0.62
7.0
ND
0.40

ND～0.68
ND～8.5

ND
ND～0.53

大　気　水

海水（表層水）
陸水（表層水）

※ND:検出下限値未満
※「平常の変動幅」は平成17年～22年度

及び平成25～28年度の10年間の最小
値から最大値までの範囲です。

※137Cs：セシウム137、131I：ヨウ素131

※ガンマ線スペクトロメトリー対象核種
　原乳：131I、その他の試料：54Mn、59Fe、

58Co、60Co、137Cs（一部試料については
131I）

期間中、１～３号機とも原子炉の稼動に伴う温排水の放出はありませんが、発電所周辺の海域における水温分布等の調査は引き続き実施しています。
今期の調査結果を検討・評価したところ、異常は認められませんでした。

平成30年４月～６月温排水調査結果04 島根原子力発電所から放出される、温排水の環境への影響を調査しています。

※3 ヶ月間の測定値における最高値と最低値を表記しています。   ※平均値（４～６月）は各月の平均値を平均   したものです。   ※測量地点の番号と名称は上記MAPと連動しています。   
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※１ 片句地点は平成25年度に局舎更新に伴って測定地点を変更したため「平常の変動幅」は未設定。参考として平成26～28年度の変動幅を記載。
※２ 古浦地点、御津地点は平成26年度に局舎更新に伴って測定地点を変更したため「平常の変動幅」は未設定。参考として平成27～28年度の変動幅を記載。

恵曇 深田 一矢 佐陀
宮内 西生馬 南講武 旦過 西川津

単位：ミリグレイ（100万ナノグレイ）／90日

測定
地点

※測量地点の番号と名称は上記MAPと連動しています。
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測定値（島根県測定）測定値（中国電力測定）平常の変動幅
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※2

出雲22 雲南23 安来24

安全協定通報
基準値

測定値範囲
（１月～３月）

〈例〉

最低値
（１月～３月）

最高値
（１月～３月）

平均値
（１月～３月）

25 26 27 28 29 30 31 32

平常の変動幅（上限値）220

「平常の変動幅」を超える線量率が測定されましたが、いずれも 降水等に
よる線量率の増加によるもので、島根原子力発電所による影響は認められ
ませんでした。

前年度までの２年間以上（５年間を上限とする）の全データを統計
処理した範囲
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今回は、「低レベル放射性廃棄物のモルタル充填に用いる流量計問題」（H27.6.30中国電力㈱公表）についてです

　モルタル充填固化体を製作する際に用いる水の量を測る計器の校正記録の一部に架空の記録
が作成されていたこと、及びその状態でモルタル充填固化体が製作されてしまった問題です。

解説します。住民の方から
質問の多い事柄に関して Q. A. 形式で

&

Q.
A.

原子力規制委員会が保安検査の中での改善策の確認を終了
したと聞いたけど、改めてどのような問題だったの？

本事案に係る対応の経緯は以下のとおりです。A.

県は、これまでどのような対応をしてきたの？Q.

【第１回立入調査（事案発覚当日）】
事案発生の状況、環境
への影響等を確認

【第３回立入調査（平成27年９月17日）】
報告された事実関係、
再発防止対策などの詳
細を確認

【第４回立入調査（平成28年２月12日）】
【第５回立入調査（平成28年８月26日）】
【第６回立入調査（平成28年10月６日）】
国の保安検査の状況等に応じ、
都度再発防止対策の実施・検討状況等を確認

【第２回立入調査（平成27年８月６日）】
中国電力㈱の原因調査体制、調査状況等を確認

【第７回立入調査（平成29年８月17日）】
再発防止対策の運用状況等を確認

○ 流量計の校正はEAM※で管理され
ておらず、担当者任せとなり、管理
者が管理できていなかった

○ 設備稼働前に必要な機器の点検・校
正が終了していることを確認する
業務手順ではなかった

○ 記録が、点検の都度作成されておら
ず、結果として日本原燃㈱の監査に
あわせて作成された

○ 管理者が作業の進捗管
理などを適切に行って
いなかった

○ 法令を守るという意識が一人ひ
とりにまで十分に浸透・徹底して
いなかった

○ 「報告する文化」、「常に問いかけ
る姿勢」の意識が一人ひとりにま
で十分に浸透・徹底していなかっ
た

・EAM※で管理していない機器の点検
計画管理方法の改善（見える化）

・設備稼働前の確認手順の改善
・業務に即した手順への見直し

・管理者による作業の進
捗管理などの改善

・内部けん制の強化につ
ながる管理方法

・本事案の事例研修の実施
・「地域に対し一人ひとりが約束を

果たし続ける意識」の更なる向上
・適切な発注業務管理の推進

※EAM（Enterprise Asset Management）：原子力発電所の設備に対する保全計画・実施・結果に係る情報を統合的に管理するシステム

業務管理のしくみの改善 業務運営の改善 意識面の改善

業務管理のしくみの問題 業務運営の問題 意識面の問題

なぜ、組織として未然に防止できなかったのか？ なぜ、担当者は不正な行為を
行ったのか？

平成27年８月５日
原子力規制委員会が、
　本事案を保安規定違反「監視」と判定
　⇒国が行う保安検査等において、事案に係る
　　改善措置の状況を確認することを決定

平成27年９月～
中国電力㈱が再発防止対策の実施・検討を開始

平成29年４月１日
中国電力㈱が全ての再発防止対策を運用開始

【第８回立入調査（平成30年６月11日）】
日常業務の中で業務の向上が図られる仕組み、
再発防止対策の運用状況等を確認

平成30年５月16日
原子力規制委員会が、
保安規定違反「監視」に係る確認の終了を決定

平成27年９月11日
中国電力㈱が本事
案の調査報告書を
県などに提出

平成27年６月30日
中国電力㈱から県などへ、事案発覚の連絡

主な経緯 県の立入調査による確認状況

低レベル放射性廃棄物 埋設までの流れ

原因分析と再発防止対策

貯蔵場所での保管

日本原燃㈱
による監査

測定・確認
・モルタルの固化状況
・汚染の有無

ドラム缶の埋設（青森県六カ所村の
低レベル放射性廃棄物埋設センター）

出典：日本原燃㈱出典：中国電力㈱出典：中国電力㈱

中国電力㈱担当者が、架空
の校正記録を不正に作成 

水の量を測る計器の校正
（正しい流量となるよう試験・調整）
をしていなかった

×
搬出

（
原
因
分
析
）

（
問
題
点
）

（
再
発
防
止
策
）

ポイント
2

ポイント
１

放射能レベルが低い廃棄物
（金属、プラスチック等）

モルタル充填固化体

水セメント

強度を保つため、隙間に
モルタルを供給
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参加無料 昼食付き平成30年度 第３回

島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

（
松
江
市
内
中
原
町
）

●注意事項

●開催日時

●応 募 先

平成30年12月７日（金）
9：10～16：00 （集合時間 8：50～9：10）

平成30年11月21日（水）必着
なお、応募締切後、参加決定の文書を郵送します。

島根県 原子力安全対策課 見学会担当   
※ページ下の連絡先までご応募ください。

●応募締切

●募集人員 50名
●集合場所 島根県原子力防災センター（オフサイトセンター）

島根県立図書館 南側

「アトムの広場」に関するご意見・ご感想
等がありましたら、島根県原子力安全対策
課までお寄せください。

〒690-8501　島根県松江市殿町１番地
TEL （0852）22-5278（代表）　FAX （0852）22-5930
TEL （0852）22-6590（見学会担当）
URL  http://www.pref.shimane.lg.jp/genan/
E-mail　gen-an@pref.shimane.lg.jp

2018 年 10 月発行　※平成30年度広報・調査等交付金等事業により作成しました。松江、出雲、安来、雲南の４市では、各世帯に配布しています。

島根県 防災部
原子力安全対策課

編集・発行

◎参加を希望されるすべての方の住所、氏名（ふりがな）、電話番
号、生年月日、当日持参される身分証明書の種類（運転免許証、パ
スポート、写真付き住民基本台帳カード、マイナンバーカード）
が応募に必要です。なお、電話やFAX、メール、ハガキにて応募
ができます。

　※電話の受付は、平日の９時～17時です。また、応募内容の個
人情報は、見学会の目的以外に使用することはありません。

◎参加費は無料です。（集合場所までの交通費は参加者負担とさ
せていただきます。）

　また、集合場所にお越しの際は、公共交通機関をご利用ください。
◎昼食は県で用意し、移動は貸切バスです。
◎小学生以下の方は保護者同伴でお願いします。

島根県では、原子力発電についての正しい知識と、県が実
施している環境放射線モニタリング等の安全対策や防災対
策などについて皆さんに知っていただくため、住民の方を
対象とした原子力関連施設見学会を開催します。

島
根
県
原
子
力
環
境
セ
ン
タ
ー

（
松
江
市
西
浜
佐
陀
町
）

島
根
原
子
力
発
電
所

（
松
江
市
鹿
島
町
片
句
）

T O P
I C S

残したい島根の原風景
PHOTO GALLERY

浜田市弥栄町

表紙写真

■島根県の原子力安全・防災対策等に
　ついて説明
■緊急事態対応施設等の見学

■原子力環境センター紹介
■放射線測定体験
■分析機器など施設見学

■概要説明　■運転訓練シミュレータ見学
■原子力発電所構内見学（バス車内から）
※発電所建物内部には入れません。

見
学
先

2018.10しまね原子力広報 SHIMANE ATOMIC INFORMATION

「原子力エネルギー協議会（ATENA）」が発足
安全性に関わる原子力産業界共通の課題の特定と効果的な安全対策の導入、規制当局との対話などを目指す

福島第一原子力発電所事故の
後、原子力産業界は、このよう
な事故を二度と起こさないとい
う強い決意のもと、「原子力安全
推進協議会（JANSI）」や「電力中
央研究所・原子力リスク研究セ
ンター（NRRC）」をはじめとし
た、安全性向上に資する組織に
よって、規制の枠に留まらない、
より高い次元の安全性確保に向
けた取組みを進めています。

等が業界全体で共通課題の解決
に取り組み、原子力事業者に効
果的な安全対策の導入を促す
②安全性向上という共通の目的
の下、規制当局と対話を行いな
がら、原子力産業界で取り組む
べき課題を特定・検討
③さまざまなステークホルダー
と安全性向上の取り組みに関す
るコミュニケーションを行う
原子力エネルギー協議会は、

この３つの役割を担いながら、
原子力産業界の中で自らリー
ダーシップを発揮し、原子力の
安全に関する課題に対して一歩
前に踏み出すことで、原子力事
業者が行う安全性向上への取組
みを促進することを目指してい
くこととされています。

こうした原子力産業界の自律
的かつ継続的な取組みを定着さ
せていくことを目的に、平成30
年７月１日に「原子力エネルギー
協議会（ATENA）」が新たな組
織として設立されました。
原子力エネルギー協議会の役

割は、次の３つであるとされて
います。
①原子力産業界を構成する原子
力事業者、メーカー、関係団体

ATOMIC TOPICS

※各施設における説明内容等は変更になる場合があります。
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原子力関連施設見学会

お知らせ

　浜田市弥栄町は、中国山地の隆起準平原上
にある標高350～450mの高冷地。朝晩の寒暖
の差が大きく、清らかな山水が流れる石見地
域屈指の良質米産地である。コンビニもな
い、懐かしく穏やかな日本の原風景に囲まれ
ている。

I N F
O

参加者
募集

お試しVR
できます

360°バーチャル体験で島根県原子力
環境センターの施設を見てみよう！

※スマートフォン、タブレット端末でご覧ください。

この印刷物は環境に優しい
ベジタブルインキを使用しています。


